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単離された DMP1 陽性骨細胞は、alkaline phosphatase (ALP) を発現せず、一方で、gp38、SOST、RANKL、お
よび osteoprotegerin (OPG) をいずれも発現することが観察された。単離された骨細胞は、3 dyn/cm2 または 12 
dyn/cm2 のシェアストレスに対して同程度のカルシウム応答能を示し、カルシウム応答率は 3 dyn/cm2 群：
19.5 %、12 dyn/cm2 群：23.5 % であった。アクチンの細胞内動態解析から、カルシウム応答を示した骨細胞に
おいて、カルシウム応答後しばらくして (19.07±6.01 min)、アクチンの再構成と細胞全体の収縮変化が誘導さ
れることが観察され、一方、カルシウム応答を示さなかった骨細胞ではこのような変化は観察されなかった。さ
らに、RANKL の細胞内動態解析から、カルシウム応答を示した骨細胞では、カルシウム応答後の細胞の収縮変化
に平行して、RANKL の細胞核周囲への集積が観察された。 
以上の結果より、メカニカルストレスを感知した骨細胞では、カルシウム応答の約 20 分後において、アクチ
ン線維の再構成に伴う細胞の収縮変化、およびRANKL の細胞体への集積が誘導されることが示唆された。 
 
 
